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2 ポスト更年期の泌尿器科女性患者の
    併発する気象病に対する漢方薬の効果
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     対する漢方薬の抗酸化・鎮痛作用と
    臨床での使用経験
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【背景・目的】間質性膀胱炎・膀胱痛症候群（IC/BPS）は,頻尿,尿
失禁,排尿痛,慢性骨盤痛などの下部尿路症状を引き起こす非特異
的な膀胱の慢性炎症性疾患である.ICはHunner病変の有無によ
りHunner型IC（HIC）と非Hunner型IC（NHIC）に分類される. IC
は確立された治療法がなく,対症療法が主である. 日本では西洋
薬に加えて漢方薬がよく臨床で使用される.抑肝散（YKS）は神経
症に効果があり,また鎮痛作用からも様々な疼痛性疾患に対して
使用されている.近年ICの治療にDMSO膀胱注入が保険適応にな
り,DMSOが還元剤であること,漢方薬自身も抗酸化能を有するこ
とに着目し,ICに対するYKSの効果をモデル動物を用いて分析し,
その抗酸化活性と作用機序としての役割を探ることで,HICの治
療薬としての可能性を検討した.また数例の臨床での使用経験に
ついて検討した.
【方法】YKS の抗酸化能は,電子スピン共鳴法（ESR）にてヒドロキ
シルラジカル（·OH）消去能を測定することにより評価した.次に,
Toll-like receptor-7 agonist誘発のHICモデルラットを用いて,
YKSの効果を検討した.モデルラットの膀胱を摘出し,膀胱壁にお
ける酸化ストレスパラメータ（活性酸素代謝物[ROM] ,·OH,8 -
hydroxy-2’-deoxyguanosine [8-OHdG] ）の発現を調べた.また実
際に投与することで客観的スコアの変化を観察した.
【結果】電子スピン共鳴（ESR）スピントラップ法を用いて抗酸化能
を測定.抗酸化物質として知られるアスコルビン酸を同量添加した
場合と比較すると,YKSは低い-OH消去能を示したが1日の摂取量
で比較した場合,YKSの方が高い（-OH）消去能を示した.von Frey
試験において,侵害刺激に対する閾値を測定.HIC群では対照群に
比べ有意な閾値の低下が認められたが,YKSの投与によりその低
下が抑制された.酸化ストレスパラメータは,摘出した膀胱組織をホ
モジネートしたものを用いた.対照群に比べHIC群で増加傾向
（ROM、8-OHdG）または有意な増加を示したが,YKSによりこれら
増加は有意に抑制された.臨床においても客観的スコアは改善傾
向であった.
【考察】YKSには多くの成分が含まれており,主成分はいずれも抗
酸化力を有している. ICにおける活性酸素の関与と抗酸化物質の
効果については,数多くの動物実験により示唆されている.今回実
験ではTLR7 agonist 誘発 HIC 動物モデルを使用した. 好中球
やB細胞では,TLR7アゴニストがNADPHオキシダーゼを活性化
し,活性酸素の産生を増加させる. YKSに含まれるリクイリチン,リク
イリチンアピオサイド,フェルラ酸には、NADPHオキシダーゼの活
性を抑制する作用があることが報告されている.
【結語】HICモデルラットにおけるYKSの効果,抗酸化能を検討し
た.YKSの抗酸化作用が鎮痛作用に関与している可能性があり,ま
たHIC症状を抑制する可能性が示唆された.

【はじめに】　ポスト更年期とは、主に閉経後約３年以降からの女性

ホルモン分泌が低値で安定してから時期のことを指す。女性ホルモ

ンの変動がなくなると、自律神経失調症状と精神神経症状は落ち

着く。しかしその後生活習慣病の悪化や、骨粗しょう症、ＧＳＭ（閉

経関連尿路性器症候群）、ロコモティブシンドローム、認知症などの

問題がでてくる。さらにこの時期のQOLを落とす症状に気象病があ

る。気象病とは、気候や天気の変化が原因でおこる不調の総称で、

頭痛やめまい、疲労感、関節痛、うつ、吐き気、喘息などの症状が起

こるとされている。虚証のポスト更年期の女性の気象病に関して、

防已黄耆湯が有効であった２症例を提示する。

症例１；６５歳女性　

【主訴】　頻尿、天気の悪化による全身倦怠感、下肢のむくみ

【現病歴】過活動膀胱でミベクロン５０ｍｇを投与中、天気の悪化に

よる全身倦怠感、下肢のむくみを訴えた。

【現症】　舌：白苔は少ない、歯痕も少ない、腹：かえる腹、下肢：指圧

痕は軽度

【経過】　ツムラ防已黄耆湯7.5g　３×食前を開始した。１か月内服

後から主訴は８０％改善した。天気予報に注意して、天候悪化時は、

飲水量を調整し、アルコールや白砂糖のはいった菓子類、かんきつ

類、塩分の多い食品を控えるように指導して経過観察中である。

症例２：５８歳女性　

【主訴】　尿失禁、天気の悪化時の頭痛、下肢のむくみ

【現病歴】腹圧性尿失禁で、個別骨盤底リハビリテーション中、天気

の悪化時の頭痛、下肢のむくみを訴えた。

【現症】舌：白苔（＋）、歯痕軽度、腹：かえる腹、下肢：指圧痕（＋）

【経過】ツムラ防已黄耆湯7.5g　３×食前を開始した。やや肥満ある

ため運動指導施行。内服後３か月から頭痛はかなり改善傾向になっ

た。症例１と同様の養生法を説明し、経過観察中である。

【考察】防已黄耆湯は、ポスト更年期の女性の気象病を改善する可

能性が示唆された。


